
《場所・日時》
御ミサ : サクラファミリア大聖堂（カトリック大阪梅田教会）
日時: 11月4日（月・祝） 10時30分～11時10分

※御ミサのみご出席の方は参加費は不要です。
サピエンチア会 懇親会 : ハートンホテル北梅田（サクラファミリア北隣）
日時: 11月4日（月・祝） 12時（受付11: 20 ）～ 14時

懇親会参加費 : 6,000円
お申し込み（お支払）方法
本会報に同封の郵便払込取扱票にて郵便局でお支払ください。
※氏名、学科、入学年を明記してください
※入金をもって参加申し込み完了といたします。
※領収書（払込控）を持参していただくと受付がスムーズです。
お申し込み期限 : 10月18日（金）
⚠当日 受付では、お支払いができませんので
期限までに郵便局で払込ください。

平素は同窓会活動に ご支援とご協力を
賜り 誠にありがとうございます。
皆様 いかがお過ごしでしょうか？
新型コロナが第５類に移行して1年以
上が経過しました。
世の中は４年間の憂さを晴らすよう

に外へ外へと、外国人観光客も以前の
数をも追い越す勢いでございます。
我々の『サピエンチアファミリー フェ
スティバル』につきましても、昨年は
午前にサクラファミリア大聖堂で卒業
生、教職員の物故者の方々の追悼ミサ
を､午後からは隣接しますハートンホ
テル北梅田におきまして久しぶりの食

事をしながらの宴席となりました。古希の皆様方にも多
数のご参加を頂き、そして大井静雄元学長ご夫妻のご臨
席も頂き 、大いに盛り上がる事ができました。お忙しい
中、沢山の方々ご遠方からのご参加本当に有難うござい
ました。
今後とも同窓会活動にご協力、ご支援をお願い致します。

この度の『サピエンチアファミリーフェスティバル』は、
開学６０周年記念とを銘打っての開催でしたが 、聖トマ
ス大学は2015年にすでに閉校となり 新しい会員が増え
るということはありません。
教職員、会員の皆様の高齢化が進む中で、同窓会の存在
意義、進むべき方向性を今一度考えなければならないと
感じています。

大きな問題として寄付金収入だけの中での支出の見直し
です。
今年の10月から郵便料金の大幅な値上げが有りますが、
同窓会の会報は4千名を超える会員の方々にお送りしてい
ます。年間の支出の中で一番大きく占めるのは この会報
の郵送代となっています。
役員会では、会報は ホームページの掲載だけにし、これ
を機に紙の会報は止めては？ との声もあります。
しかし、年1回のこの会報を楽しみにしておられる会員の
方もおられるのも事実です。突然に止めてしまう訳には
いかないのではとの声もあり、今回 会員の皆様からアン
ケートを取り、希望される方のみに送付しようと言うこ
とになりました。

アンケート用の返信ハガキを同封させて頂きますのでご
回答をお願い致します。従って今後、会報の送付は不要
とご回答を頂いた方、封筒の開封もなく、返信も無き場
合は来年からの会報の送付は中止とさせて頂きます。
現有資金を極力減らさないように 一番大きな支出の見直
しをしたいと考えています。（注:この中での会報とは紙
での会報の配布の事で、サピエンチア会のホームページ
上には、これまで通り会報をアップをさせて頂きます。）
宜しくご理解のほど お願い致します。

毎月の役員会の様子をサピエンチアの公式Facebookコミュ
ニティにアップをしてゆきます。このSNS活用は役員会
ではなかなか苦手な分野になり 、ついついなおざりになっ
て来ましたが、これを機に進めて参りたいと思います。
それでは次回はネット上の会報でお会いしましょう！
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「我が家には卒業証書が２枚ある」その昔サンデー毎日に掲載された
拙文のタイトル。周囲をあきれさせた告白だった。
今回も美しい思い出とは程遠い“やんちゃ”な告白に尽きるけど、何しろ
ン十年昔のこと、微笑ましいの域に収まるか・・・

いざ、入学
高校時代からフォークソングにうつつを抜かしていたから受験活動な
どどこ吹く風。しかしそこは抜け目なくこの英知大学にイスパニア文
学科があることを大発見。幼少時、南米のチリで育ったので片言のス
ペイン語は不自由しなかった。これだ！と手を打った。勝負は面接。
これしかない！スペイン語で立派な原稿を暗記し、流ちょうにまくし
たてた。
「私にとってスペイン文学は実に興味深く、また歴史や文化の世界に
対する影響力などは欧米を知るに大変価値のあるものだと思っていま
す」
ようまあ、口から出まかせを言えたものだが、面接に当たった教授様、
歓喜したものだった。「もう即合格ですね」と言ってはならん言葉も
飛び出す。
そんなキラキラした入学は、学業が楽しかったのかイージーゴーイン
グがすぎたのか結果として6年も
通うことになる。

お授業はいかに
正門をくぐって右側に5階建ての
校舎。授業はここで行われるが記
憶はなんとも薄い。ほとんどは美
術部の部室と食堂で猫のようにだ
らんとしていたのだから。とはい
えたまには張り切って授業に出る
こともあった。苦手なスペイン文
学史。講師は鈴木恭平張りの目も

と涼しき有本先生。今日こそは！とやっとのことで教室に滑り込むと、
「今日は天気も良いし、みんなで外に出てソフトボールをやろう！」
有本先生が声高らかにおっしゃるのだ。「小田はこんな時だけ出てく
るな～」と先生をはじめ皆に言われた。とんだお笑い種である。

学生たちは授業内容はさておき妙なところに興味を持つ。カリキュラ
ム名は定かではないが、グリーンの色彩がお好きで、必ずネクタイと
靴下が同じグリーンでコーディネートなさっていた先生が注目された。
戸田先生だ。ネクタイと靴下はきっと中でつながっているのに違いな
いなどとささやかれた。
戸田先生のお小言は「君たちは張り子のトラですか？ちょっと雨が降
ると出てこない。」。スミマセン

教授用の大きなテーブルが小学生用に感じられるほどの巨漢を誇るの
は、巨匠ホセ・ルイス・アルバレス先生。発音は片言ながら、日本語、
日本文化に精通していらした。印象的なのは、コンパと称して飲んだ
くれる風潮へのお小言。「畳の上にビールちょっとこぼして何が面白
い」
先生、今時お茶屋の座敷でコンパなんかやってませんよ～と言いたかっ
たものだが・・・

大学きってのソプラノの持ち主、エルマーナ・コラール（エルマーナ
はスペイン語でシスターの意）さんにはよく耳を引っ張られ、美声で
諭された。
「あなた、どうすぃて勉強すぃないのぉ？」
ちゃらんぽらんの私たちに熱意溢れる教育を施してくれた。その情熱
はのちに大阪の路上生活者たちを支えるボランティア活動が称えられ
メディアでも取り上げられた。その偉業に驚くとともに何か申し訳な
い気持ちだった。

かなり前のこと、世界一貧しい大統領として話題に上ったホセ・ムヒ
カという人がいた。ウルグアイの大統領。この人が世界を沸かせたと
き、わが大学にもそっくりな先生がいた！と懐かしんだ。その名はゴ
ンザレス先生。一人ひとり、そっと肩を抱いて、やさしい声でスペイ
ン語を教えてくれた、風貌はもとよりそのささやきがムヒカ大統領の
演説とそっくりの語調だったのだ。あんなに丁寧に教えてくれたのに
サボってごめんなさい！

ごめんなさいはまだまだ続く。単位が足りず最初の卒業が怪しくなっ
てきたころ、あれやこれやと情状酌量の余地を探っていた。そんな矢
先、傘木神父さま（当時の副学長だったと思う）から呼び出しを受け
た。どこまでもおバカな私は当時入り浸っていた美術部の部室でこう
のたもうた。
「きっと、単位不足のことで良案を考えてくれてるんだろう！良かっ
た、良かった！」
どこからこういう発想が出てくるのか！？しかも、話が長くなるから、
タバコを持っていこう！。不謹慎この上ない。
期待を胸に副学長室に入り、勧められるまま着席すると、傘木神父さ
ま、開口一番に「実はあなたの喫煙のことですが・・・・」
な、なにぃ～？！はぁ？お花畑の期待は瓦礫と化した。当時正門を入っ
た左側に電話ボックスがあった。悪者気取りに最高潮の私は電話ボッ
クスの中でタバコをプ～カプ～カ状態で電話をしていたのだ。それを
目撃された傘木神父さま、怒り心頭だっただろう。淡々と諭された。
「将来あなたが多忙を極めたとき気分転換に一服というのは必要もあ
るでしょう。が、外部、父兄の方も訪問する校門の電話ボックスでの
喫煙は不快に思われます。」はい、ごもっとも。大変お優しい説諭に
ひれ伏した。ポッケのタバコが見えないように握りつぶしていた。

タレント家業と学生の二刀流だったから親も1年留任は覚悟していたが、
ついにそれも不可能だと判明した。さて、あと1年どう説得するか？！
悪だくみの極致に陥る。そうだ、ひとまず卒業したことにしてしまお
う。ままよ、翌年正式に卒業すればノープローブルン。それには卒業
証書が必要になる。優秀なイラストレーターに頼んで、完成度の高い
ものが手に入った。問題はあの筒である。確か大学のマークが刻印さ
れていた。こればかりは同級生に借りて事なきを得た。偽造した卒業
証書をその夜、両親に見せると、大喜びで矯めつ眇めつ眺めて挙句の
果ては電灯に透かして、「まるで書いたみたいだ」と感嘆するではな
いか、この時はドキッとしたものだ。
やがて1年後本物の卒業証書を手にする。学費はせっせと弾き語りで稼
いだ。他人の感想は様々、「ちゃんと卒業したんだからえらいね」派
と「親をだますなんてなんという子だ」派。もちろん何年か後に親に
は白状した。やはり叱られた。卒業証書偽造は私文書偽造罪という立

派な犯罪になる。だから必死に卒業せざるを得なかった。本物さえあ
れば、偽物は単なる記念品でしかない。
のちにこれを聞きつけた後輩から質問された。どうやったら卒業証書
を偽造することができるのですかと。こう答えた。そんなに悪いこと
をするのなら、せめてまねではなく自分で考えてやりなさいと、自戒
の念を込めて。

在学時は居候三昧
入学時は軽音楽部に直行したが、いかんせん当時はレコードデビュー
の時期でラジオや、キャンペーンに忙しく、入部したもののほとんど
活動に参加できなかった。迷惑もかけられず退部。その後なぜか美術
部に入り浸ることになる。入部したわけではなかったがユルさが居心
地よく、部員より主のような顔をしていた。現在も同窓会の中心にい
る村島君、当時部長の常信君、ほかに女子は非常にユニークなメンバー
で家族的な温かみがあった。
イスパニア文学科なのに、なぜか英文科の中園先生と仲良しだった！
好々爺のような物柔らかなご性格はお話をしていても幸福感を与えて
くれた。その中園先生の英文科ゼミのコンパにはたびたび呼んでいた
だいて、これまた主のような顔をしていたものだ。ここでも居候であ
る。
この大学は面白いほどアットホームで、
他校から遊びに来ると、会う人ごとに
挨拶する姿に「おまえら、みな友達か！？」
とあきれられた。数限りない思い出を
与えてくれた英知大学に乾杯！である。
そして数限りない悪事を働いたことに
反省しつつも感謝である。でも皆さん、
英知大学にこんな悪い学生はほかには
いませんのでご安心を。
最後に私の卒論のテーマは、「スペイ
ンの悪者小説『ロス・ラサリーリョ・
デ・トルメスの生涯』」さもありなん。

1972年西文科入学 小田陽子

悪事三昧の学生生活



1972年仏文科入学 泉啓太
「英知大にはいったらなぜなぜうれし～ だって○○できるん
だもん」という歌をご存じでしょうか？お酒を飲んで仲間たち
の気持ちがひとつになると必ず歌った学生歌とも春歌ともいえ
る歌です。自分たちの思いを○〇 のところに入れて歌ってまし
た。園田女子、海星うんぬんを 入れた唄もありましたっけ。
校歌は私が入学する前年にできていました。けれども私にはこ
の歌が第一の校歌です。「田口司教さんがんばって、大阪教区
もがんばって～」という歌も英知大学の成り立ちの創成期の学
生達の新進気鋭の意気込みを表していました。
このような歌はたくさんの仲間達と気持ちがひとつになる心の
歌です。数えきれないほど歌った場面と仲間達と活動した時間
は私の生き方の心柱となりました。

私が入学したのは大阪万博の国民的な盛り上がりでまだ関西が
熱かった1972年です。
サッカー部、学生会、大学祭実行委員会の活動に仏語習得と、
文学研究をチョット加えた学生生活は 豚骨ラーメンよりも濃厚
なものでした。
同じような時間を過ごした 仲間たちの多くはジィージ、バァー
バと呼ばれる年齢になりました。 その仲間たちがほぼ半世紀ぶ
りに集まったのは昨年11月3日のサピエンチア会でした。

入学から半世紀が経って古希が近づくころ同期の仲間たちの 心
の中にお互いの人生を確かめたいという気持が生まれました。
何となくそれを感じていた私でした。10年前に還暦の祝いを19
73年入学の人達と同時開催して、そこそこの人数の参加があっ
たので今回もと同窓会役員である村島氏と計画を立て、1973年
入学の仲間達の集まりに参加して、その集まりを 仲間達との新
しいつながりとして新たに交流を続けようということになった
のです。1973年入学生は私のひとつ後輩ですが何故か卒業は同
期生です。

その時から72年度生の古希を迎える年にそれぞれの人生を大い
に祝福しあう同期会を実現したいと考えて活動を始めました。
島根の(旧姓)影山チカちゃん、松田桂君、 福知山の木村信ちゃ
ん、横浜の正木律子さんらに「来年は古希やから同期皆で会お
うやないか」と相談したら、だれもが大喜びでした。同窓会の
役員会で私達の計画を提案し、72年入学の私、73年入学の村島
氏が 幹事となって準備会を発足しました。

去年8月に72年入学の出口、宮浦、内田貞子、 73年の 村島 、
三上(原田)、 冨岡（宮前）るみ、と私は、梅田教会に集まって
手順を相談しました。 何はともあれ個人的な繋がりを頼りに情
報を集め、1人でも 多くの同期生と連絡を取ろうと考え、直前
まで情報収集に努めました。

もう一つ、昨年のサピエンチア会で何としても古希の集いを実
現したいという 私の気持にムチを打ったのは、2022年6月に役
員の和田隆氏よりの ラインで「有明美枝子さんて知りませんか」
とたずねれられたのです。 仏文料同期生だった彼女は、卒業後

に関西を離れたので私達との連絡がつかない状況でした。とこ
ろが同窓生の大石さんが 関東でコンサルティング関連の講演を
されたことで彼女との 関係が急変しました。大石氏が講演の中
で英知大学のことを 話ししたら、若い女性が「私の母は英知大
学卒業なんです!」と言って きたのです。その母こそが有明さん
でした。すぐに彼女に連絡して 仲間達と一緒にサピエンチア会
で会おうと持ちかけたのはいうまでもありません。

こうして実現した同期会はサピエンチア会終了後、福島の沖縄
料理店に移りました。語り合い飲みあう事で、私達は半世紀の
時間を超えました。

名古屋から参加した鈴木均さんは
最終の新幹線までおつき合い して
くれました。
鈴木さんは71年入学なのに72年生
と一緒に卒業しました。きっと勉
強が好きだったんでしょう。彼は
学生会長や大学祭実行員長を努め、
私が引き継がせてもらった方です。
お酒は勉強以上に大好きなので、
新大阪までは送ったものの名古屋
に着けたかはわかりません。

翌日、私と有明さん、チカチャン、リッチャン、松田桂で旧英
知大キャンパスに行きました。私達が汗を流したグランドや熱
心に学んだ校舎はありません。体育館と階段教室の建物は残っ
ていましたが尼崎市の施設として新しい建物とともに市民に活
用されてます。グランドには 住宅が立ち並び、私達の青春を彷
彿させるものはもうありません。

私は、これまでの生き方に悔いはありません。けれどもいくつ
かの反省はあります。卒業後のさまざまな出来事を経て、今は
河島英五さんの
「時代おくれ」が心の歌です。

〝目立たぬように はしゃがぬように
以合わぬことは 無理をせず
人の心を見つめつづける
時代おくれの 男になりたい〟

アラウンド古希の会参加者 計27名
1972年入学 17名
1973年入学 10名

『サピエンチアは消えず ただ見えないだけ』



1974年西文科入学 篠原一夫
学生時代はYHC(ユースホステルクラブ)に所属し、旅やキャン
プに登山、そしてバイトで少しお金がたまったらバックパッキ
ング（宿は主にYH）でヨーロッパへと、そんな生活に明け暮れ
ていました。
しかし、卒業後会社勤めが始まるとそんな気ままな旅とは縁

がなくなり、たまに家族と２～３日のいわゆる家族旅行に行く
のが関の山でした。
数年前に「リタイア後にさて何をしようか？」と考えたとき、

頭に浮かんだのは宿の予約もせずに「明日ここに行ってみよう」
と前日の夜に決める「気まま気まぐれ旅」でした。
そんな旅にピッタリなのが軽キャンピングカーでの旅でした。

一昨年１２月に仕事に終止符を打ち、年明けから軽貨物車を少
しずつ改造し、春から九州、中国地方を廻わり、夏には岐阜へ、
そして秋には信州へと日本全国を思いつくまま出かけてきまし
た。
そして今年は、念願の北海道への「気まま気まぐれひとり旅」

を実現しました。旅の様子を自身の
Facebookにアップしていたところ、
昨年の会報34号にご寄稿頂いた堀川
さんから時々コメントをいただきま
した。そう、堀川さんは北海道十勝
郡に在住されておられます。堀川さ
んとの接点は、私がサピエンチア会
の会報を担当していたときにメール

で何度かやり取りさせていただいた
のが始まりでした。
そこで堀川さんに連絡をとり、お

会いしたい旨をお伝えしたところ快
くお迎えいただきました。英知の英
文科卒業の堀川さんがなぜ獣医にな
り、酪農の地北海道に居をかまえて
おられるのかについては、会報34号
を読んで頂ければと思います。卒業後に如何に努力をされて獣
医になられたか？個人的にたいへん感動したご寄稿文でした。
ご本人はこの地を「なんにも無いところ」とおっしゃってお

られますが、この素晴らしい眺望、歩いてすぐの川でヤマメが
釣れる。そんなところがとても羨ましく感じました。
少人数でファミリー的雰囲気の英知大学の独特の魅力等、学

生時代の思い出話に弾み、気が付けば1時間強お邪魔してしまい
ました。まだまだお話ししたかったのですが、この日は釧路近
くで泊まる予定でしたので、またいつかお会いできるのを楽し
みにしてお別れいたしました。
昨年の九州への旅では熊本マリスト学園理事長の岩永先輩に

お会いし、今年は堀川さんにお会い
することができました。お二人とも
初対面でしたが、世代は超えても同
じ学舎で過ごした縁、サピエンチア
の絆を強く感じました。機会があれ
ば遠く離れたサピエンチア会の方々
にお会いできることを楽しみにこれ
からも全国各地を旅する予定です。

坂藤 常雄 高畠 政行 松田 豊 野口 優香 西村 英樹 中本 寛子 市瀬 光一

越知 総一郎 坂本 弘美 松岡 昇峯 土井 修也 和田 しのぶ 村島 裕男 牧野 礼子

出口 孝 中野 久美子 鹿子木 博樹 芝本 健一 松田 桂 村岡 佳子 上條 陽子

植田 博子 篠原 一夫 片山 秀子 上野 あや子 梅澤 麻美子 宮崎 信雄 宮川 敬子

惟康 紘 常信 泰良 池田 剛 藤本 滝三 松本 信愛 吉澤 操 山下 剛

瀧原 守司 井上 素一 日高 順一郎 六人部 浩 山本 千佳子／太森内 慎一郎 藤本 すみ子

矢野 由紀 冨永 富士夫 武部 宗晴 佐藤 雄輔 生田 和也 尾崎 眞弓 吉岡 三郎

高田 壽郎 小田 武彦 島田 幸美 五十嵐 聖子 堀 悦子 関口 順 山口 容子

中野久 美子 赤羽 能孝 (故)河野 久美子 藤井 健司 波多 力登 谷口 純一 守屋 信郎

大河内 明 中村 大蔵 澤田 伊公子 大洞 三紀 岡 一紀 安東 美喜子 大濱 浩子

山田 美帆 森内 浩二郎 三秋 実 青木 理恵 草野 望 篠原 隆 来田 知行

西川 健太郎 繁田 ゆかり 高橋 哲郎 木田 喜久 稲田 佳美 中西（旧姓） 水木 雅之

亀井 崇 塩越 和子 小松 路子 山本 芳郎 岩倉 信子 小田 陽子 和田 幹男

森本 範子 知識 健一 髙橋 照実 柳 克文 安川 康代 寺川 京子 鈴木 均

黒村 幸代 有朋 美枝子 竹下 三津代 神尾 鈴江 平子 美穂 匿名(1989英文) 大井 静雄

2023年度にご寄付頂きました皆様 ありがとうございました

「気まま気まぐれひとり旅」



YORANA～ヨラナ～豊中服部のリラクゼー ションサロン

ゴルフスタジオ＆野球教室併設
打ちっ放しの前後にボデイメンテもできます贔

カ ー ド、各種決済OK
完全個室
lll6台
ご予約優先

YORANA 
～ような～

Relaxa,;on Salon 

ご予約はDM、 LINES
豊中市服部西町5-17-20 2階

鵬蜃
予約 匿yo. ra. na 

••一 TEL 06-6498-2394
尼崎市東園田2丁目93-10
（阪急園田駅北へ徒歩6分）— ....

Iドクタ ー リフォ ーム園田本店I
76年英文科入学の島田稔が兄と営んでおります

ふ
べ 1 季節の素材を使った師羊折衷の

今§； は｀口言胃未□□制

神戸市垂水区平磯 4-5-5
永井 勝ビラノ ー ブル垂水 3-D
西文科1987年入学 TEL 078-706-4408
平：1/www．fuc:eb:xk.a:m/笑和屋の727744fill7117 

［さわだ労務管理事務所］
〒657-0051 神戸市灘区八幡町 4-5-8

電話番号：090-8463-6913
E-mail: sr_ysawada0301@amigo.zaq.jp

■一般労務管理相談■公的年金相談C/Hungria 3, Portal 8, SQ-B, 28943 Fuenlabrada, Spam 
mail:spain_tabi@hotmail.com(日本語対応）
Phone:090-1027-0669(日本語対応）
個人 、 グルー プ旅行、 サッカ ー観戦、 巡礼 、

スペイン留学、 美術館案内、 空港送迎、 民泊、

ス：：ご舌三1置
会社で従業員を雇う場合
社会保険・雇用保険
各種助成金等

老齢・遺族・障害の年金請求案内
記録問題
日本年金機構による通知書説明等

1981 年西文科入学の澤田夕生（旧中島）です。
英知の卒業生のご相談大歓迎です。 是非ご一報を！！

兄霊；はば品130伍

1894 1l__ \ 2024

•一
晏廻 kNOX C咽屈ys'

NEW YORK 

�Gottmann MARONE 
C A P S A N D H A T s . 

STETSON® 匹mms l A K $ -----------------------------—, 

お礼
おかげさまでトラヤは令和 6 年 4 月 15 日（月）をもちまして

創業130周年を迎える運びとなり ました。
阪神店は阪神百貨店の創業と共に出店し、60年以上となります。

これもひとえに皆様の厚いご支援とこ厚情の賜物と深く
感謝し、御礼申し上げます。今後ともトラヤを末永くお引立て

下さいますよう、よろしくお願い申し上げます。

2024 年 11 月 4 日（月・祝）

大阪梅田サクラファミリアで

お会いできるのを楽しみにしています！

Trヽ R AYA
@) torayaosaka トラヤレディ ー スショップ

（淀屋橋 odona 店）

@) toraya.hat 紳士帽子トラヤ
（阪神百貨店梅田本店6階）

1969年西文科入学 藤本滝三

 







1992年 神学科入学 夫津木 良介
MLBでは記録づくめの大谷翔平の活躍に、パリ
オリンピックでは、誤審ピックなどと揶揄され
ながらも、日本は過去最多のメダルを獲得し、
日本中が沸いた本年。夫津木といえば、旧知の
同級生の誘いで昨年から久しぶりにバレーボー

ルを始めたが、若いころには離れ業を披露できても、いまは肉
が離れるのがオチ。上がらない肩に、伸びない腰・・体を壊す
と休みがちになったりと、持続させるのは本当に難しい。同窓
会役員も、仕事や会合などで休む日もままあり、持続する難し
さを痛感する。
大学が無くなって来年でもう10年。学生時代はいくら呑んで

も平気だったが、今はお酒の量よりも薬の量が気になるお年頃。
青春時代をともに過ごした懐かしい仲間と再会する喜びを期待
しつつ同窓会役員に入ったが、この同窓会もどこまで続くか分
からない。今は先輩方が受け継いできたこの繋がりを微力なが
らも尽力して持続させたいと思う。

サピエンチア会ホームページのご案内
新しい情報をアップしておりますので 是非覗いて下さい
PC 携帯に対応しています

1966年英文科入学 福山文雄
2024年5月12日(日)英知大学ESS部同窓会がオーストラリ

ア在住の青木先輩(クラブ創設者)をはじめ、橋本・美濃部先輩、
また山上後輩ら 11名のメンバーが卒業してから50数年を経過
して初めて梅田三番街にある食事会場に集合しました。会場で
は、円卓を囲みながら美味しい中華料理(バンバンジー・シュー
マイ・小籠包・スープ・梅蘭名物である"梅蘭やきそば"やデザー
トの杏仁豆腐)に舌鼓を打ちました。食事をしながら先輩後輩

和気あいあいといろい
ろと語り合うことがで
きました。
今回の会は、同輩の

濱崎・福山が奈良の先
輩宅を訪れたことから
実現しました。当日は
濱崎さんの司会に始ま

り、青木先輩によるご挨
拶、神様に感謝しながら
物故者8名への黙祷、橋
本先輩による乾杯、近況
況報告を兼ねた皆様個人
の挨拶と続きました。
宴もたけなわになった

頃に、濱崎さん・福山が
当日持ってきた大学時代
の写真、美濃部さんから
のアルバム写真を見ながらその当時の校舎(現在は、尼崎看護
学校内駐車場)とその周辺の芝生で語り合った日々、教室での
昼休みミーティング、大学祭での英語劇や展示、淡路島での自
然と親しんだ合宿等様々なことが走馬灯の如く蘇ってきました
(Time flies like an arrow.光陰矢のごとし)。
美濃部先輩による締めの挨拶まで盛りだくさんの2時間が経

過しました。さらに、美濃部さんから濱崎さんを中心としてこ
れからの会も進めて行きましょうとの提案がなされ参加者全員
賛同しました。皆さんの笑顔が素敵な一日でした。
次回の開催を是非！！

1979年 仏科入学 草野 望

皆さんはサピエンチア会の会員ですよね⁉
それって、サピエンチア会の役員やサポーターにな
る資格があるってことなんですよ！
役員って何やるの？サポーターって何なの？
はい、ご説明いたしましょう。
《役員》
■月一回の会議に出席（2時間です）

その後のお疲れ様会 （これは自由参加）
■イベントの企画、運営
      •物故者のためのミサ
      •サピエンチア会懇親会
      •百合学園での若王子こども食堂

クリスマス会のお手伝い
      •尼崎サマーセミナー講師派遣、出席

etc…
■会報誌SAPIENTIA発行
      •原稿依頼、作成
      •広告依頼（発行に当たり色々経費が…）
      •校正（誤字脱字みつけます）
      •発送作業（希望者への発送）

《サポーター》
      •会議への参加は不要‼
      •イベントのお手伝い
      •会報発送作業

etc…

実は、役員の平均年齢が高齢化し
ておりまして、皆、いつまで続け
られるかという心配と最近のIT化
に付いて行けないという不安を抱
えております。

私はまだまだ若いよ！
若く無いけどITには強いよ！
子供の手も離れ時間がある！
親の介護も終わったし…

そんな、あなた‼是非、サピエンチア会の役員会に
関わってみませんか？
まずは『和気あいあい』の会議の見学にお越し下さ
い。
（会議日程はFBに掲載しています。）
詳しい事を聴きたいと思われたら、FBのお問い合わ
せにご連絡下さいね。

多くの皆様のご参加、お待ちしておりまーす‼

大学ESS部時代の先輩をお迎えして

求む☆役員&サポーター‼




